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編集業務に関するお知らせ
﹁小児保健研究﹂等の原稿の投稿や編集に関するお問い合わせは下記にお願いします。
〒160–8306　東京都新宿区西新宿５丁目25番11号　㈱日本小児医事出版社内　﹁小児保健研究﹂編集部
ＴＥＬ：03–5388–6008（小児保健研究専用）ＦＡＸ：03–5388–5193　E︲mail：shounihoken@viola．ocn．ne．jp

新年度が始まり，新しい環境に移り新たな気持ちで緊
張して仕事をしていらっしゃる方も多いことと拝察いたし
ます。「三寒四温」という熟語は，本来中国の冬の現象を
意味する言葉だそうですが，この４月はまさに寒い日と暖
かい（熱い）日が繰り返され，春先の「三寒四温」を実感
しています。穏やかな気候を望む気持ちは，年を重ねるに
つれ強くなっているようです。

小児保健研究第77巻第３号をお届けします。本号では，
小田　慈先生から「もっともっと子ども目線にならねば！

“おとな”が変わらねば！」という提言をいただきました。
髙野先生，小方先生の小児歯科のトピックスについての総
説も興味深い内容です。視点では，学童の生活習慣にとっ
て非常に影響の大きい「放課後等デイサービスの現状と課

題」が取り上げられています。研究が３編，報告が６編，
特別資料が１編となっています。

小児科専門医の受験資格の条件に論文執筆が加わって，
昨年度の受験者が例年に比し半減したと報告されていま
す。小児保健研究の編集をさせていただいて，査読者の先
生方が実に丁寧に査読をしてくださっていると感じていま
す。小児科専門医をめざす先生方に小児保健に興味を持っ
ていただき，本誌への投稿を促していただくよう，指導医
の先生方のご高配をお願いしたいと思います。

会員の皆様のますますのご健勝とご活躍をお祈りいた
します。

（杉原茂孝）
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